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昨日、今日、そして明日へ

今月の表紙

おどかされ、びっくりして泣き出す子ど
もに思わず微笑む。健やかに成長して、
将来、祭りを盛り上げてくださいね。

広報かみじま
2018年12月号　第171号

町長の独白

　あっという間の二年間が過ぎました。
　立候補の際に掲げた公約のうち、きちんと実現で
きたもの、着手して道半ばのもの、まだ進展してい
ないもの、色々あります。
　今、折り返し点に立って、激しい社会情勢の変化
に適切に対応していくためにも、各々の政策の優先
順位や実現に向けた戦略を見直す必要があると考え
ています。
　最重要課題として取り組んできた公共交通ネット
ワークの構築は、岩城橋開通までの時間との戦いに
なりますが、一歩ずつ着実に進展しつつあります。
長崎桟橋側の待機レーン整備や立石側の駐車スペー
スの拡大、関連施設の再配置など、やらなければな
らないことは本当にたくさんありますが、具体的な
青写真を描いて、順序立てて進めていきます。
　未来につなげる人を育てる分野では、弓削高校の
ゆめしま未来塾の開設により、生徒数の確保だけで
なく、大きな可能性の広がりにつながりつつありま
す。ゆめしま奨学金制度の創設も、自分の夢を追い
かける生徒さんたちの大きな支えとなるはずです。

　変革に時を要する農業分野では、やっとレモン産
地の復活に向けた胎動が始まりました。新植された
4千本の苗木が大きく育って生産量に結びつくま
で、もう少し手間暇かかりますが、それまでに販売
戦略の更なる強化も必要です。産地としてハウス栽
培の拡大など周年販売できる体制を整える必要があ
りそうです。
　次の世代を担う人材の確保も緊急課題となってい
ますが、多様性につながる新たな移住人材が芽を出
しつつあります。デイヴ・シンクレアさん (※ )の「ア
イランド・ドリーム」の歌詞のように、この島の素晴
らしさをしっかりと見つめ直して欲しいと思います。
　島というコンパクトな地域社会として、いいとこ
ろはどんどん伸ばしていく、悪いところは一つずつ
順番になおしていく、そんな地道な取り組みも、み
んなで続ければ、大きな変化につながります。島根
県海士町の地域づくりの実例が、やればできること
を実証していますし、大きな励みにもなるはずです。
　みなさん、一緒に一歩前に踏み出しましょう。

上島町長　宮脇　馨

※ デイヴ・シンクレアさん…ソングライター、キーボーディストとし
　てイギリスロックシーンで活躍。2005年に移住し、現在は弓削
　下弓削在住。11月には弓削高校70周年文化祭で演奏を披露。
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